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研究成果概要 

  2020年度は，SK-Gd に導入するためガドリニウム（硫酸ガドリニウム）13トンのス

クリーニングを行った．測定は 神岡施設に設置された ICP 質量分析器を使用し，ウラ

ンとトリウム，さらにセレンの含有量を測定した．セレンは放射性のバックグラウンド

ではないが，波長変換剤として機能し，その結果，SK-Gd の信号であるチェレンコフ光

がシンチレーション光に変換され，これが深刻なバックグラウンドをなるため，測定を

行い，その影響を評価した．ICP 質量分析の他，ゲルマニウム半導体検出器を用いて，

全ての放射性同位元素の測定も行った． 

   ICP 質量分析の結果を以下の表にまとめた． 

 238U： 全てのロットで基準値 400 ppt を大きく下回る値であった 

 232Th：基準値 13 pptであるが，1つのロットで 15.5 pptと基準値を上回る値が

出たほかは，全て基準値以下であった． 

 Ce： 全てのロットで基準値 50 ppt を下回る結果であった． 

この他，低バックグラウンド測定で問題となるラジウムの測定を高感度化に関わる研

究を行った．この研究は，（主にガドリニウムから）ラジウムを濃縮する手法であるが，

この濃縮率の決定において，ラジウムと同族のバリウムの濃縮率を ICP 質量分析器を用

いて行ったものである． 
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